
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
す
ね
か
じ
り

長
男
去
っ
て

つ
ぎ
二
男
）
（
お
似
合
い
の

夫
婦
と
言
わ
れ

妻
黙
る) 

（
我
が
上
司

無
駄
は
な
い
か
と

俺
を
見
る
）
（
何
気
な
い

暮
ら
し
が
何
よ
り

宝
物
）

27
日)

で
扱
わ
れ
た｢

第

91
回
メ
ー
デ
ー
中
央｣

と

｢

第

91

回
新
潟
県
中
央

メ
ー
デ
ー
の
具
体
的
な
見

直
し｣
を
受
け
て
の
各
地

区
メ
ー
デ
ー
に
つ
い
て
討

議
。そ

の
結
果
、
第

91

回

メ
ー
デ
ー
長
岡
地
区
大
会

は
お
よ
び
各
支
部
内
の
各

地
区
大
会
を｢

中
止
す
る｣

こ
と
を
整
理
し
た
。
ま

た
、
今
後
中
央
大
会
か
ら

配
信
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
組
合
員
か
ら
観
覧
視
聴

し
て
も
ら
う
よ
う
に
周
知

す
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
確

認
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
地

域
貢
献
事
業
や
各
支
部
で

行
う
記
念
事
業
は
、
各
々

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

以
下

Ｌ
Ｓ
Ｃ)

に
は
、
年
間
で

４
０
０
件
前
後
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

電
話
や
面
談
で
相
談
に

あ
た
っ
て
い
る
金
内
相
談

員
に
ケ
ー
ス
を
伺
っ
た
。

◆
家
庭
問
題
で
本
人
の

(1)第1034号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2020年4月11日

に
組
合
員
へ
の
対
応
が
難

し
く
、
活
動
そ
の
も
の
を

見
直
す
機
会
と
し
て
見
て

い
く
こ
と
も
必
要｣

等
と

述
べ
た
。

議
題
は
第

91

回
メ
ー

デ
ー
大
会
関
係
と
当
面
の

諸
活
動
等
で
あ
る
。

最
初
に
、
連
合
新
潟
第

５
回
執
行
委
員
会(

３
月

連
合
中
越
地
協
第
１
回

四
役
会
議
が
、
３
月

30

日(

月)

午
後
６
時

30
分

か
ら
地
協
事
務
所
で
開
か

れ
た
。

矢
島
議
長
は
開
会
に
あ

た
り｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

社
会
経
済
活
動
が
滞
っ
て

い
る
。
組
合
活
動
も
同
様

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

件
を
超
え
た
。
相
談
は

｢

チ
ラ
シ
を
見
た｣

が
圧
倒

的
に
多
い
。
こ
の
チ
ラ
シ

は
当
初
、
各
構
成
組
織
の

組
合
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し

て
い
た
。
現
在
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
が
２
人
で

年
間
５
万
枚
程
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
て
い
る
。
今
後

は
、
各
構
成
組
織
か
ら
地

域
と
時
期
を
定
め
た
配
布

方
法
を
検
討
し
た
い
。

こ
と
も
平
気
で
言
っ
て
、

母
の
怒
り
に
火
が
つ
く
と

止
め
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
母
に
は
感
謝
し
て
お

り
、
仲
良
く
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
私
の
気

持
ち
を
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
』
等
と
個
人
情
報
保

護
に
配
慮
し
、
ケ
ー
ス
の

一
部
を
紹
介
。

２
０
０
８
年
の
発
足
か

ら

12

年
が
経
過
し
、
延

べ
相
談
件
数
は
５
０
０
０

い
て
あ
っ
た
。
ど
う
す
れ

ば
い
い
だ
ろ
う
か
』

◆
家
庭
問
題
で
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
ケ
ー
ス
。
『
母

と
の
関
係
で
悩
ん
で
い

る
。

10
年
以
上
前
に
離

婚
。
息
子
が
る
。
実
家
に

両
親
と
住
ん
で
い
る
が
、

母
と
上
手
く
い
っ
て
い
な

い
。
母
は
感
情
を
さ
ら
け

出
す
タ
イ
プ
で
、
何
で
も

感
情
の
ま
ま
ガ
ン
ガ
ン
言

う
。
私
が
傷
つ
く
よ
う
な

る
が
、
人
と
の
会
話
が
苦

手
。
部
屋
の
整
理
な
ど
に

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
お

り
、
手
を
出
す
と
怒
る
。

病
院
で
検
査
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
と
言
う
と
、
自

分
は
ど
こ
も
悪
く
な
い
、

な
ぜ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
言
っ
て
困
っ

て
い
る
』

◆
生
活
に
関
す
る
も
の

で
、
連
携
機
関
に
繋
い
だ

ケ
ー
ス
。
『
派
遣
社
員
で

働
い
て
い
る
。
体
調
不
良

で
４
月
か
ら
休
ん
で
い
た

が
、
９
月
か
ら
働
き
始
め

た
。
そ
の
間
、
社
会
保
険

料(

健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
厚
生
年
金)

を
会
社

か
ら
立
替
え
て
も
ら
っ

た
。
復
帰
後
、
立
替
え
額

を
賃
金
か
ら
引
か
れ
、
手

取
り
が
ゼ
ロ
の
生
活
だ
。

か
ろ
う
じ
て
給
与
の
前
借

で
何
と
か
や
っ
て
き
た

が
、
年
末
は
前
借
り
が
で

き
な
く
な
り
、
家
族
や
友

人
か
ら
も
お
金
を
借
り
る

こ
と
も
で
き
ず
、
食
べ
物

も
買
う
お
金
も
な
く
困
っ

て
い
る
』

◆
消
費
生
活
に
関
す
る

も
の
で
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
た
ケ
ー

ス
。
『
７
月
頃
に
歯
を
白

く
す
る
品
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
購
入
し
、
８
月

に
１
回
分
だ
け
代
金
を

払
っ
た
。
そ
の
後
、
定
期

購
入
制
度
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
キ
ャ
ン
セ
ル
の

メ
ー
ル
を
送
っ
た
。
し
か

し
、
品
物
は
送
ら
れ
て
こ

な
い
が
２
か
月
分
の
請
求

書
と
支
払
い
を
し
な
い
と

法
的
手
続
き
を
す
る
と
書

の
判
断
で
行
う
こ
と
で
整

理
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
５
月
１

日
に
予
定
し
て
い
た
長
岡

地
区
大
会
は
中
止
す
る
。

メ
ー
デ
ー
を
記
念
し
て

行
っ
て
き
た｢

地
域
貢
献

事
業｣

は
連
休
明
け
に
行

う
な
ど
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
か
ら
自
粛
判
断
を
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
今

後
予
定
し
て
い
る
活
動

が
、
中
止
や
延
期
な
ど
す

る
こ
と
で
全
て
に
影
響
を

受
け
る
。
長
岡
地
区
労
福

協
幹
事
会
も
持
回
り
を
含

め
、
延
期
す
る
こ
と
等
を

確
認
し
た
。

来
所
を
勧
め
た
ケ
ー
ス
。

『
次
男
が
ひ
き
こ
も
り
に

な
っ
て
い
る
。
大
学
生
の

時
に
先
生
か
ら
レ
ポ
ー
ト

を
出
し
て
な
い
と
言
わ
れ

て
以
降
、
仕
事
や
ア
ル
バ

イ
ト
も
し
な
い
で
家
に
い

る
。
ア
イ
ド
ル
の
サ
イ
ン

会
な
ど
に
は
行
っ
た
り
す
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連
合
中
越
地
協
が
四
役
会
議
開
く

地
区
メ
ー
デ
ー
開
催
中
止
を
決
す

４
月
に
入
り
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
学
式
、

入
社
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
新
入

社
員
の
皆
様
は
、
入
社
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
今
年
は
、

新
型
肺
炎
の
影
響
で
、
各
社
入

社
式
や
研
修
の
や
り
方
を
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
で
実
施
し
て
い
る

企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。
例
年

と
は
違
う
状
況
の
中
で
、
不
安

や
戸
惑
い
が
あ
り
な
が
ら
も
入

社
式
当
日
を
迎
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
入
社
式
や
新

入
社
員
研
修
に
お
い
て
は
、
あ

る
サ
イ
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
６
割
弱
の
企
業
が｢

実

施｣

予
定
と
回
答
し
た
中
で
、

｢

全
新
入
社
員
を
一
か
所
に
集
め

て
集
合
形
式
で
実
施｣｢

集
合
型

と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
実

施｣｢

全
新
入
社
員
を
一
か
所
に

集
め
ず
、
何
か
所
か
に
分
け
て

集
合
型
で
実
施｣｢

オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施｣

と
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で

の
回
答
で
し
た
▼
実
際
は
、
入

社
式
の
中
止
が
続
出
す
る
な

か
、
代
わ
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
異
例
の｢

ウ
ェ
ブ

入
社
式｣

な
ど
で
、
社
長
の
訓
示

を
伝
え
た
企
業
が
あ
り
ま
し

た
。
元
米
大
リ
ー
グ
の
イ
チ

ロ
ー
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信

し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。
研
修

も
同
様
に｢

全
新
入
社
員
を
一
か

所
に
集
め
て
集
合
形
式
で
実
施｣

｢

集
合
型
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

し
て
実
施｣｢

全
新
入
社
員
を
一

か
所
に
集
め
ず
、
何
か
所
か
に

分
け
て
集
合
型
で
実
施｣

｢

オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
施｣

と
い
う
中
で

｢

Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ｣

な
ど
オ
ン
ラ

イ
ン
対
応
す
る
企
業
が
あ
り
ま

す
。
例
年
と
違
う
状
況
で
、
今

ま
で
の
や
り
方
と
は
違
っ
た
形

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
▼
入
社

式
や
研
修
に
か
か
わ
ら
ず
、
会

議
や
出
張
等
仕
事
の
や
り
方
も

見
直
す
転
換
期
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
新
潟
県
に
お
い
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
実
施
さ
れ
、
仕

事
の
や
り
方
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
行
動
な
ど
自
粛
要
請
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
思
わ

ず
、
自
分
自
身
の
時
間
が
増
え

た
こ
と
を
プ
ラ
ス
に
思
い
、
資

格
の
勉
強
や
読
書
等
で
自
己
研

鑽
の
時
間
に
使
う
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
感
染

症
予
防
も
徹
底
し
な
が
ら
も
時

間
を
有
効
活
用
し
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
乗
り
切
る
こ
と
が
大
切
で

す
。 

副議長

猪股和樹≪№344≫

   東蔵王２

な
が
お
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

様
々
な
相
談
に
寄
り
添
っ
た
対
応
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
断
捨
離
に

目
覚
め
た
妻
に

捨
て
ら
れ
た
）
（
米
農
家

な
の
に
妻
子
は

パ
ン
コ
ー
ヒ
ー
）
（
終
活
は

解
る
が
何
で

オ
レ
の
だ
け
？
）
（
ヒ
ラ
で
終
え

町
内
会
で

役
員
に
）
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２０２０年４月７日

緊急事態宣言の発出に対する談話

１．緊急事態宣言を重く受け止める

新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、政府は本日、緊急

事態宣言を発出した。実施区域は東京・神奈川・埼玉・千葉・

大阪・兵庫・福岡の7都府県を対象とし、実施期間は5月6日ま

での1ヵ月間としている。

緊急事態宣言は、対象とされた区域だけでなく全国の人々の

生命と健康、安全を守り、感染症を可能な限り早期に終息させ

るための措置であり、連合としても重く受け止める。

２．一人ひとりが、そして社会全体が適切な行動を

政府・自治体には、医療提供体制の確保に全力を挙げるとと

もに、緊急事態と感染症の早期終息に向けた取り組みを求め

る。また、宣言を受けて、他者と一定の距離を確保するソー

シャルディスタンスを意識し、密閉・密集・密接のいわゆる

「３密」を避けるなど外出自粛を軸とした一人ひとりの行動変

容が欠かせない。企業や政府・自治体は既成概念にとらわれ

ず、これを促進するために、働く者への早急な支援・環境整備

と実践が必要である。

また、感染拡大を防止し、全国の医療提供体制を支えるために

も今回の実施区域はもとより、社会全体の適切な行動が強く求

められる。 

３．自由と権利の制限は必要最小限に
宣言を受け対象となった都府県は、外出自粛要請、学校等の

施設や興行場、催物の制限等の要請指示、特定物資の売渡しの

要請・収用、生活関連物資の価格の安定に向けた措置などを行

うことができる。感染拡大防止と同時に、国民の生活と経済の

安定に向け、政府・自治体は相互に連携して必要な施策を総動

員する必要がある。

その一方で、新型インフルエンザ等対策特別措置法に定めら

れているとおり、国民の自由と権利に制限が加えられる場合、

その制限は対策を実施するための必要最小限でなければならな

い。

４．すべての働く者の安心確保に向けて取り組む

新型コロナウイルス感染症の拡大は、働く者に大きな影響を

及ぼしている。連合にも、解雇・雇止め、内定取り消しなどで

苦境に立たされた働く仲間から多くの相談が寄せられている。

中小・小規模事業者、フリーランスも含め、事業・雇用継続に

向けた強力な支援をはじめ、生活困窮者、高齢者・障がい者・

外国人など、生活を営むうえで支えが必要な方への支援体制を

確立すべきである。同時に、医療現場をはじめ、社会や国民生

活を維持する最前線で奮闘している方々への労働安全衛生対策

の徹底に万全を期すべきである。

連合は引き続き、感染症の早期終息とすべての働く者の安心

確保のため、政策実現活動や職場労使における対策の徹底など

に全力で取り組む。

                         以 上

日本労働組合総連合会 事務局長 相原 康伸


